
今月の花・樹　「クズ」
万葉集に山上憶良が詠んだ「秋の野に咲きたる花を指折りかき数ふれば七草の花。　萩の花、尾花、葛花、撫子の花、女郎花また藤袴、朝貌の花」という歌があり、この歌を基に「秋の七草（種）」が定着して来たようである。今時の季節に合わせると、ナデシコやアサガオ（キキョウ）は盛夏の時期に咲いており、秋の花と言えるかどうか・・。その点、クズはお盆過ぎから咲きはじめ、９月の中旬まで見られるので秋を告げる代表的な花といえよう。
「クズ」の名の由来は大和の国（奈良県）の吉野川上流の国栖（くず）が葛粉の産地であったことに由来するとされる。別名は「裏見草（うらみぐさ）」。葉が風にひるがえると裏の白さが目立つことから。　平安時代には「裏見」を「恨み」に掛けた和歌も多く詠まれた。　　
クズ「マメ科クズ属、Pueraris lobate　」はつる性の植物であり、従来は多年性草とされてきたが、つるの基部は太く木化、冬芽も形成しそこからの芽生えもおこり成長するので、近時は「つる性の草本～木本」として図鑑等にも記載されるようになって来ている。温帯および暖帯に分布し、日本では北海道から九州までの各地のほか、中国からフィリピン、インドネシア、ニューギニアに分布している。
林縁やヤブに群生し、つる性の茎は右巻きに樹木等に巻きつけて10メートル以上に伸び、時には樹冠を覆い尽くす。茎全体に褐色の細かい毛が密生している。茎は根もとでは木質化し、地下では肥大した長芋状の塊根となり、長さは1.5ｍ、径は20ｃｍに達すこともある。葉は長さ20～40ｃｍ　の３出複葉で、小葉は草質で幅広く大きく、頂小葉は３裂または不分裂となる。小葉の形には変異が多く、幼い個体の葉ほどよく切れ込む。小葉の裏面は白い毛を密生して白色を帯びている。花は8-9月の秋に咲き、穂状花序が立ち上がり、濃紺紫色の甘い芳香を発する花を咲かせる。花色には変異がみられ、白いものをシロバナクズ、淡桃色のものをトキイロクズと呼ぶ。
葛の葉の吹きしずまれば静なり　高浜　虚子
　　September, 2014．NKC　
花後に剛毛に被われた枝豆に似ている扁平な果実を結ぶ。　
クズはつるを伸ばして広い範囲で根を下ろし、繁茂力が極めて高い。かつての農村では田畑の周辺にクズを植え、つるを作業用の材料に用い、葉は家畜の飼料として定期的に刈り取られていた。しかし今では農地の放置や、茎や葉が利用されなくなり放置されることが多くなってきている。この為、低木林を覆い尽くすほど成長し、伸び始めたばかりの樹木の枝に巻き付き、樹木の枝が曲げてしまったり、人工林ではは植栽した若木の生長を妨げるなど有害植物と見なされて来ている。
北アメリカでは、1876年にフィラデルフィアの独立百年祭博覧会の際にクズが日本から運ばれて飼料作物および庭園装飾用として展示されたのをきっかけとして、東屋やポーチの飾りとして使われるようになった。さらに緑化・土壌流失防止用として政府によって推奨され、20世紀前半は持てはやされた。しかし、近年は繁茂力の高さや拡散の早さから、有害植物ならびに侵略的外来種として指定され、駆除が続けられている。今日では世界の侵略的外来種ワースト100 (IUCN, 2000) 選定種の一つとされている。
根を乾燥させたものを生薬名葛根と呼び日本薬局方に収録されている。発汗作用・鎮痛作用があるとされ、漢方方剤の葛根湯、参蘇飲、独活葛根湯などの原料にされている。風邪や胃腸不良の時の民間治療薬として古くから用いられてきた。



